
 

 

 

新しいカップが 

新たな歴史をつくっていきます 

                                      校長 抜井由美子 

紫陽花が時々雨に濡れながら美しく咲いています。梅雨入りが、もう間近に迫ってきてい

るようです。台風１号や梅雨前線による天候不順で開催が心配されましたが、６月１日(土)

に、保護者や地域の皆様のご協力のもと「開校１５０周年記念運動会」を無事に実施するこ

とができました。「子供たちは凄い」と思うときはよくありますが、運動会で発揮する力は

大変大きいと感じます。練習の時とは違う気持ちが本来もっている力を引き出すのだと思い

ます。そして、見る人を感動させます。閉会式の後には、多くの地域の方から「よい運動会

だった」「素晴らしかった」という言葉をいただきました。 

 ご参観いただきました皆様、また、PTA 本部役員、おやじの会、保護者の方々におかれま

しては準備、片付けのご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

優勝、準優勝カップが開校１５０周年記念事業実行委員会より寄贈されました。昨年度ま

で使っていた優勝カップは２００７年度に PTA より、準優勝カップは１９６６年頃に PTA 代

表の方、敢闘賞のカップは１９５７年に大井村村長より贈られたものです。以前のカップは、

長い間多くの子供たちの手から手に渡ってくる間、喜んで 

いる姿や悔し涙を見てきたのです。 

ここから新しくなったカップで新たな歴史につながって 

いきます。 
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《学校の教育目標》 仲よくする子 考える子 たくましい子 

開校１５０周年 

明治７年開校 
旭黌 

大井小１５０周年記念 

キャラクター「サニーちゃん」 


